
医師のキャリアパスを考える医学生の会 

第12回勉強会 

～新生児医療から、医療の限界を考える～ 

2011.05.15(日)＠順天堂大学 

 

秋葉 春菜 

笹尾 怜子 

 

日本の医療費問題 



日本の医療費 

 

 医療費は増加している 

 

 人口増加 

 高齢者数増加 

 医療技術の進歩 

 その他の要因 

 

 

 

 

(厚労省HP) 



人口増加と医療費 



その他の要因 

 病床数、在院日数が多い 

 薬剤価格、医療材料価格が高い 

 検査が多い 

 受診回数が多い  など 

 



日本の医療費 

 

 では、日本の医療費は高いor低い？ 

 

 



日本の医療費は低い 



日本の医療 

 しかし、医療の質は最高レベル！ 



日本の医療 



日本の医療費 

 日本は、極めて低い医療費で質の高い医療を提供
している 

 

 

 では、どうしてそんなに低いのか？ 



日本の医療費が低い理由 
 

 「医療費亡国論」 
 1983年、当時の厚生省保険局長の吉村仁氏が医療費削減を主張。 

 

 ①国民の医療・福祉の負担が増えると、国民の消費行動が抑制さ
れて経済に影響が出る。  

 ②病気の治療よりも予防に力を入れる方が医療費抑制に効果的で
ある。 

 ③ 「１県１医大」政策により将来、医師過剰となる。 

 

 

 1984年、医学部定員を最大時の７％削減。 

 低医療費政策の始まり 
  

 

 

 

 



日本の医療費が低い理由 

 「骨太の方針」2001～2007 

 小泉政権による経済財政の基本方針 

 

 「骨太の方針2006」にて 

 2011年までの5年間で、社会保障費を1.1兆円削減 

 「医師数は満たされているが、偏在しているだけ」 

 「医療機関は十分な利益を得ている」 

 

 

 しかし、実際には・・・ 

 

 

 



低医療費政策による医療崩壊 

 診療報酬引き下げによる医療機関の経営難 

(日本医師会HP) 



低医療費政策による医療崩壊 

 医師、看護師の雇用削減 



低医療費政策による医療崩壊 

 医師の過重労働 



低医療費政策による医療崩壊 

 労災認定件数の増加 

(朝日新聞) 



低医療費政策による医療崩壊 

 医師丌足による救急医療の限界 

 



低医療費政策による医療崩壊 

 妊婦の受け入れ丌能 



政府の対策 

 医学部定員数の増加 

 外科、小児科、産婦人科、僻地医療の診療報酬引き
上げ 

 補助金制度 など 

  

 

 

 しかし、医師丌足は解消されていない。 





日本の医療崩壊の問題点 

 低医療費政策は妥当であったか？ 

 

 

 医療技術の進歩により、これまで救えなかった多く
の命が助かるようになった。 

 

 国が負担できる医療費には、限界があるのも事実。 
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